
4年生

問題をとき終わったら、 すぐに〇つけをしましょう。
間ちがえた問題は、 ふく習しましょう。

答えと
考え方

Ｚ 会 の 夏 休 み ド リ ル
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対
たい

側
がわ

から始まります。
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算
　
数

1　 位
くらい

をたてにそろえて書き、一の位から 順
じゅん

に計算していきます。
　　⑴　 ⑵　

　　⑶　 ⑷　

　　小数点がたてにならぶように書き、 小
しょう

数
すう

第
だい

一
いち

位
い

から順に計算していきます。
　　⑸　　 ⑹　

2　1km＝1000m、1kg＝1000g
　　1L＝10dL、1cm＝10mmです。
　　⑴ 3120mを3000mと120mに分けて考え

ます。1000m＝1kmだから、
　　　3120m＝3km120m
　　⑵ 4kg＝4000gだから、
　　　4kg500g＝4500g
　　⑶ 1dL＝0.1Lだから、6dL＝0.6L
　　⑷ 5.3cmは5cm（50mm）と0.3cm（3mm）

を合わせた長さなので、53mmです。

考 え 方

＋
93
52 7
47 1

4 80
27 4
63 2 6

0
1
5

－

×
73
48
81 4

2 9 6
83 1 0

×
30
65
85 4 1

5 1 5
80

4
5 5 6

9

＋
32
75
08

.

.

.

29
48
80

－
.
.
.

1　⑴ わり算の答えは、わる数のだんの九九
を使って求

もと
めます。「三九27」だから9だと

2あまる。
　　⑵ 60は10のたばが6たばあるので、
　　　6÷2＝3
　　　10のたばが3たばだから、答えは30。

　　⑶ 3
8 ＋ 5

8 ＝ 8
8 ＝1

2　箱を前から見て考えます。

　　⑴ 上の図より、ビーチボールの 直
ちょっ

径
けい

は、
　　　48÷2＝24（cm）。だから、半

はん
径
けい

は、
　　　24÷2＝12（cm）
　　⑵ アの長さは、ビーチボールの直径に等

しいので、 24cmです。
3　⑴ まず、表を横に見ていくと、
　　　プール…あは、34－15－10＝9
　　　動物園…えは、15－5－8＝2
　　次に、たてに見ていくと、
　　　1組…おは、15＋8＋2（え）＋4＋3＝32
　　　2組…いは、31－10－5－3－2＝11
　　したがって、
　　　うは、8＋11（い）＋5＝24
　　　かは、34＋24（う）＋15＋11＋10＝94

考 え 方

48cm

ア

答 え 答 え

3 年生の復
ふく
習
しゅう
（1）1 3 年生の復

ふく
習
しゅう
（2）2

※１の筆算は「考え方」を見てください。
１　⑴714 ⑵3266 ⑶3108
　　⑷50568 ⑸8 ⑹0.8
2　⑴3、120 ⑵4500
　　⑶0.6 ⑷53

　　⑴9あまり2　⑵30　⑶1　⑷ 25
2　⑴12cm	 ⑵24cm
3　⑴あ9　　い11　　う24
　　　え2　　お32　　か94
　　⑵プール	 ⑶94人

１
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算
　
数

1　読まない 位
くらい

には0を書きます。
　　⑴五十二兆 七百四十一億 八十三万 六千
  52 0741 0083 6000
  兆 億 万
　　⑵ 一兆が5こで5兆、一億が30こで30億、

一万が4900こで4900万。数字で書くと、
　　　5 0030 4900 0000
  兆 億 万
　　⑶ 千万が10こで1億なので、70こで7億。

だから、千万が78こで7億8000万。数字で
書くと、

　　　7 8000 0000
  億 万

　　10倍すると位は1けたずつ上がり、 1
10  に

すると位は1けたずつ下がります。
　　⑴ 84 0000 0000
  840 0000 0000
  億 万
　　⑵ 35 0000 0000 0000
  3 5000 0000 0000
  兆 億 万

3　兆と億に分けて計算します。
　　⑴ 4兆＋1兆＝5兆、67億＋49億＝116億

だから、5兆116億。
　　⑵ 9兆－5兆＝4兆、250億－73億＝177

億だから、4兆177億。

考 え 方

2

10倍

1
10

答 え

大きな数（1）3

1　⑴52074100836000
　　⑵5003049000000
　　⑶780000000
2　⑴840億

おく
（84000000000）

　　⑵3 兆
ちょう

5000億（3500000000000）
3　⑴5、116	 ⑵4、177

1　かける数やかけられる数に0のあるかけ算
は、計算を省

はぶ
くことができます。

⑴　

⑵　

2　右から4けたごとに区切って考えます。
　　⑴ 兆		 億		 万
			   63	4931	0000	0000
		  ㋐	 ㋑

　　⑵ 数は、 位
くらい

が1つ上がるごとに、10倍に
なっています。㋐は㋑より位が3つ上なので、
1000倍になります。

　　⑶ 0ではじまる整数はないので、0以
い

外
がい

で
いちばん小さい数の1を、いちばん上の位に
入れます。あとは、残

のこ
りの数字を小さい 順

じゅん

に書いていきます。

考 え 方

×
60
38 0
81 5 1

0 0 0
4 8

86
0
04

4
3 1

5
×

60
38 0
81 5 1

4 8
86

0
04

4
3 1

5

省く

←23×100

←23×15×100×10

←15×10×
03
01 5
0

0 0

1 1 5
2 3

03 4 5

2

答 え

大きな数（2）4

※ 1の筆算は「考え方」を見てください。
1　⑴406318	 ⑵345000
2　⑴六十三 兆

ちょう
四千九百三十一億

おく

　　⑵1000倍
　　⑶10000000033469
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算
　
数

1　あまりがある場合は、わる数よりも小さく
なっていることをたしかめましょう。

⑴　		 ⑵　

⑶　		 ⑷　

2　わる数×商＋あまりを計算して、わられる
数と等しいことをたしかめます。

⑴　		 ⑵　

　　　　　　　　　　　　

考 え 方

8
82 4
2

4
4

0

4

5
75 5
5

52
2 5

0

1

4
64 9
7

82
2 9

1

1

8
98 9
2

61
1 9

3

1

7
87 1
1

7
1 1

4

1

6
73 6
5

51
1 6

1

2

答えのたしかめ
7×11＋4＝81

答えのたしかめ
3×25＋1＝76

1　あめ1つのねだんは、代金÷あめの数で求
もと

められるから、
　　　92÷4＝23（円）

2　むらさきの花の数が、ピンクの花の数の
倍とすると、

　　ピンクの花の数× ＝むらさきの花の数
だから、

　　　3× ＝45
　　 は3にかけると45になる数だから、
　　　45÷3＝15
　　したがって、むらさきの花は、ピンクの花

の15倍さいたことがわかります。

3　児
じ

童
どう

の数÷1きゃくにすわる数をすると、
　　　63÷5＝12あまり3
　　したがって、必

ひつ
要
よう

な長いすの数は、5人が
すわる長いす12きゃくと、3人がすわる長い
す1きゃくを合わせて、

　　　12＋1＝13（きゃく）

考 え 方

答 え 答 え

1けたでわるわり算（1）5 1けたでわるわり算（2）6

わる数×商＋あまりを計算して、

わられる数と同じ数にならない

ときは、計算し直そう！

残
のこ

った3人がすわるために、もう
1きゃく長いすが必要なんだね。

※１、2の筆算は「考え方」を見てください。
１　⑴42	 ⑵15
　　⑶17あまり1	 ⑷12あまり3
2　⑴11あまり4
　　　答えのたしかめ…7×11＋4＝81
　　⑵25あまり1
　　　答えのたしかめ…3×25＋1＝76

１　［式］92÷4＝23� ［答え］23円
2　［式］45÷3＝15� ［答え］15倍
3　［式］63÷5＝12あまり3
　　　　 12＋1＝13
　　［答え］13きゃく
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算
　
数1　わられる数が3けたになっても、2けたの

ときと同じように計算します。
⑴　　　　　　⑵　

⑶　　　　　　　　　⑷　

⑸　　　　　　⑹　

考 え 方

6
76 5 6
2

21
1 5

6
3
3
6
0

1 6

8
84 3 2
0

0
3

2
3
3
2
0

2 8

8
84 3 2
02 8

2
3
3
2
0

省く
はぶ

5
95 0 7
8

04
4 0

7
5
2

1 1

3
38 6 8
4

4 8
84

2

0

6

2
27 8 9
4

7
9

8

2

1

4
49 5
5
6

5

0
6

6

0

4
49 5
5
6

5 0

6

省く

1　小
こ

町
まち

算
ざん

では、56、89、234などの大きい
数をどのように使うのかを先に考えるとよい
でしょう。考え方の1つの例

れい
は次のようにな

ります。
　　① 最

さい
後
ご

に89をたすのか、ひくのか、かけ
るのか、わるのかを考えます。もし、最後に

「＋89」になるとしたら、100－89＝11より、
その前までで11をつくればよいことになりま
す。ここで、56□7をみると、56は7でわり
きれるので、56÷7ではないかと予想します。

　1□23□4□56 ÷ 7 ＋ 89＝100と入るとす
ると、1□23□4□56 ÷ 7＝11

　わり算は、たし算やひき算よりも先に計算す
るので、56÷7を計算して、

　1□23□4□8＝11の□に入る記号を予想し
ていきます。23－12＝11に気づくと、

　1 × 23 － 4 － 8＝11という式をつくること
ができます。したがって、

　1 × 23 － 4 － 56 ÷ 7 ＋ 89＝100となります。
　　② 234がいちばん大きい数なので、234

からある数をひいて100に近づけることはで
きないか考えてみます。

　234からひくことを考えるので、
　1□234 － 56 － 7□8□9＝100のように－

を入れて、234 － 56 － 7を計算すると、
　1□171□8□9＝100
　ここで、8×9＝72だから、1に171をたし

て72をひけば100になることに気づくと、
　1 ＋ 171 － 8 × 9＝100
　という式をつくることができます。
　したがって、
　1 ＋ 234 － 56 － 7 － 8 × 9＝100となります。

考 え 方

答 え答 え

1けたでわるわり算（3）8答えを100にできるかな7

※１の筆算は「考え方」を見てください。
１　⑴126	 ⑵208
　　⑶181あまり2	 ⑷46
　　⑸41あまり2	 ⑹50あまり6

１　①1 × 23 － 4 － 56 ÷ 7 ＋ 89＝100
　　②1 ＋ 234 － 56 － 7 － 8 × 9＝100

8ページ
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算
　
数

1　角の大きさを図にかいて考えましょう。
⑴　1直角は90°です。	 ⑵　

⑶　1回転の角度は4直角です。

2　⑵ 180°よりどれだけ大きいかをはかると
35°なので、180°＋35°＝215°

　【別
べつ

のとき方】
　　360°よりどれだけ小さいかをはかると

145°なので、360°－145°＝215°

3　長いはりは15分間で
90°まわることから、5
分間でまわる角度は、

　　　90°÷3＝30°

　35分間でまわる角度は、
15分間でまわる90°の2
こ分と、5分間でまわる
30°の1こ分をたして、

　　　90°×2＝180°
　　　180°＋30°＝210°

　【別のとき方】
　　30°の7こ分なので、
　　　30°×7＝210°

考 え 方

90°

2直角だから、
90°×2＝180°1　かけ算とわり算のまじった式では、前から

順
じゅん

番
ばん

に計算します。
　　⑴ 27×10÷3＝270÷3＝90
　　⑵ 36×5÷9＝180÷9＝20
　　⑶ 140÷4×7＝35×7＝245
　　⑷ 132÷6×8＝22×8＝176
2　1人がしはらう金

きん
額
がく

は、
　　　かき氷のねだん÷食べる人数
　で求

もと
められるから、

　　　960÷4＝240（円）
　　　

3　全部のおかしの数は、
　　　1ふくろのおかしの数×ふくろの数
　1人分のおかしの数は、
　　　全部のおかしの数÷人数
　で求められるから、
　　　32×3÷5＝96÷5＝19あまり1
　　全部のおかしの数
　　したがって、1人分は19こになって、1こ

あまります。
　　　　　　　　　　　　

考 え 方

8
94 6 0
4

61
1 6

0

2 0

×
2
3

9 6

3

5
95 6
9

54
4 6

1

1

答 え答 え

角（1）101けたでわるわり算（4）9

商の一の位
くらい

に、0を
書くのをわすれない

ようにしよう。

１　⑴90　　⑵180　　⑶4
2　⑴130°	 ⑵215°
3　210°

１　⑴90　　⑵20　　⑶245　　⑷176
2　［式］960÷4＝240　［答え］240円
3　［式］32×3÷5＝19あまり1
　　［答え］（1人分は）19（こになって、）

1（こあまる。）

11ページ

12

6 57
48
39
210

111

12

6 57
48
39
210

111

12

6 57
48
39
210

111
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算
　
数

1　まず、長さがわかっている辺
へん

を1つかくと
ころがポイントです。

⑴

　　　　　　　　　　　　　

⑵　

　　　　　　　　　　　

2　⑴ ㋐の角…�180°から45°と100°をひく
と求

もと
められます。

　　　　　　　   　180°－45°－100°＝35°
　　⑵ ㋑の角…�向かい合っている角の大きさ

は等しいので、60°
　　　 ㋒の角…180°－60°＝120°

考 え 方

5cm

80°
40°

5cm の辺をかき、
80°の角をかく。

40°の角をかく。

45°
ア ウ

イ

6cm

4cm

4cm の辺をかき、
45°の角をかく。

点アから 6cm の
ところに点イをかき、
イとウを結

むす
ぶ。

答 え

角（2）11

2本の直線が交わったとき
にできる向かい合った角ど

うしは、大きさが等しいね。

１　※「考え方」を見てください。
2　⑴㋐35°　⑵㋑60°　㋒120°

12ページ

1　三角じょうぎの角度を書き入れて考えます。
⑴　　　

　　　㋐の角…90°＋45°＝135°
　　　㋑の角…30°＋45°＝75°
⑵　

　　三角じょうぎが重なったところの角㋓の大
きさは、90°－50°＝40°

　　㋒の角の大きさは、90°から重なった角㋓
の大きさをひいて、90°－40°＝50°

2　⑴ 105°の角をつく
るには、いの角（45°）
とえの角（60°）を合
わせます。

　　⑵ 180°の角をつく
るには、あの角（90°）
とおの角（90°）を合
わせます。

考 え 方

30°

45°
90°

45°

㋑

㋐

50°
㋒

㋓

105°

あ

い

う

え

お

180°
あ い

う

え お

答 え

角（3）12

１　⑴㋐135°　㋑75°　⑵㋒50°
2　⑴い（の角と）え（の角）
　　⑵あ（の角と）お（の角）
　　※�どちらを先に答えても正かい（ 順

じゅん

不
ふ

同
どう

）です。
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算
　
数

1　いろいろな計算のまじった式では、①（　）
の中　②かけ算、わり算　③たし算、ひき算
の 順

じゅん
で計算します。

　　⑴ 21×(18＋32)＝21×50＝1050
　　⑵ 120÷8－4×3＝15－12＝3
　　　  

　　⑶ 56÷(2＋6)×5�＝56÷8×5�  
＝7×5＝35

　　⑷ 37－(3＋3×8)�＝37－(3＋24)�  
＝37－27＝10

2　97を100－3と考えて、(○－△)×□�  
＝○×□－△×□を使います。

　　　97×25�＝(100－3)×25�  
＝100×25－3×25�  
＝2500－75＝2425

3　せんこう花火全部の本数は、
　　　1人に配った本数×全部の人数
　で求

もと
められるから、

　　　5×(18＋17)＝5×35＝175（本）
　　　　 全部の人数

考 え 方

① ②
③

②
③

①

①
②

③

1　① 図1より、 の重さは  の3つ分の重
さと同じだから、図2の を  3つに置

お
き

かえると、図aのようになります。
　したがって、

の重さは  5つ分
の重さと同じです。

　図3の を  3つに置きかえ、 を  5つ
に置きかえると、図bのようになります。

　 し た が っ て、   
9つ 分 の 重 さ は
270gなので、   
の重さは、270÷9

　＝30（g）となり、 の重さは、30×3＝90（g）、
 の重さは、30×5＝150（g）です。

　　② 図4より、 の重さと30gをたした重
さは  の重さだから、図5の と30gのお
もりを  に置きかえると、図cのようにな
ります。

　したがって、   
と  を合わせた
重さは  3つ分の
重さと同じになり
ます。図6の  と

を合わせた重
　さを  3つに置きかえると、図dのようにな

ります。
　したがって、280gは  4つ分の重さと同

じなので、  の重さは、280÷4＝70（g）。
図5より、  2つ分の重さは、

　70×3－30＝180（g）だから、
　  の重さは、180÷2＝90（g）。図4より、
　  の重さは、90＋30＝120（g）です。

考 え 方

ア イ

ア イ

ウ

イ

ア イ ウ イ

イ

イ

ア

ウ

オ

エ オ

エ

エ

オ

カ

エ

オ

カ

カ

カ

オ

オ

エ

答 え 答 え

式と計算13 おもりの重さを考えよう14

１　⑴1050　　⑵3　　⑶35　　⑷10
2　①3	 ②25	 ③2500
　　④75	 ⑤2425
3　［式］5×(18＋17)＝175
　　［答え］175本

１　① …90g、  …30g、  …150g
　　②  …120g、  …90g、  …70g

ア イ ウ

エ オ カ

15ページ

イ イイ
イ イ

ウ
図a

イ
イ
イ

イ
イ
イ

イ
イ
イ

270g

図b

カ
カ
カカ 280g

図d

カ カカオエ
図c
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算
　
数1　この数直線は、0.8と0.9の間が100等分

されているので、1目もりは0.001を表して
います。

　　したがって、小さい 順
じゅん

にならべると、
　　　0.807→0.825→0.87

2　5.457に位を書いて考えます。

　　⑶ 小数も整数と同じように、位が1つ上が
るごとに、10倍になっています。位が2つ上
がると100 倍になります。

考 え 方

0.8 0.85 0.9

（例）0.90.870.8250.807

ア イ
5 . 4 5 7
↑ ↑ ↑ ↑ ↑  

一
の
位

  

小
数
点

1
10
の
位

1
100
の
位

1
1000
の
位

答 え

小数（1）15

※１の数直線は「考え方」を見てください。
１　0.807→0.825→0.87

　　⑴4　⑵  1
1000  の 位

くらい
　⑶100倍2

16ページ 17ページ

1　 位
くらい

をそろえて書くことに注意します。
⑴　

⑵　

⑶　

⑷　

2　全体の重さは、
　スイカの重さ＋たらいの重さ
　で求

もと
められるから

　　　6.45＋0.9＝7.35（kg）
3　350mLが何Lかを考えます。
　1000mL＝1Lだから、350mL＝0.35L
　　残

のこ
りの水の量は、水とうに入っていた水の

量－のんだ水の量で求められるから、
　　　0.8－0.35＝0.45（L）
　【別

べつ
のとき方】

　　0.8L＝800mLだから、残りの水の量は、
　　　800－350＝450（mL）
　　　450mL＝0.45L

考 え 方

＋
72
3
0

2 1 4
47 4

5 5.270 と
考える。

.

.

.

4.300 と
考える。

3
13 2 9
11 0

4

8
－

.

.

.

＋
1
27 8 5
01 0

3

0

7 51

2

小数点より下の
最後の位が 0 に
なるので「＼」
で消す。

さいご
.
.
.

5
91 2 6
42

1 15.00 と
考える。

0
－

.

.

.

答 え

小数（2）16

※１の筆算は「考え方」を見てください。
１　⑴7.404　⑵1.081　⑶21　⑷2.04
2　［式］6.45＋0.9＝7.35
　　［答え］7.35kg
3　［式］350mL＝0.35L
　　　　 0.8－0.35＝0.45
　　［答え］0.45L
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算
　
数

18ページ 19ページ

1　折れ線グラフでは、線のかたむきで変
か

わり
方がわかります。

　　⑴ それぞれ気温がいちばん高い点の、た
てのじくの目もりを読みます。

　　⑵ グラフを見ると、北海道のある都市の
気温が上がっているところで、線のかたむき
がいちばん急なのは、午前8時から午前9時
までの間です。

　　⑶ 2つのグラフのひらきは気温のちがいを
表していて、午前8時に2つのグラフのひら
きがいちばん大きくなっています。このとき、
北海道の気温は24度で、沖縄県の気温は28
度なので、気温のちがいは、

　　　28－24＝4（度）
　【別

べつ
のとき方】

　　2つのグラフのひらきが4目もりだから、
気温のちがいは4度です。

　　⑷ 2つのグラフが重なっているところが、
同じ気温になっているところです。だから、
気温が同じなのは午後3時です。

考 え 方

0

20

25

30

35
（度）

8 9 10 11 12 1 2 3 4 5 (時）

1日の気温

北海道北海道

午前 午後

沖縄県沖縄県31⑴

⑶
⑵

⑷

1　横のじくにはかった時こく、たてのじくに
温度をとります。たてのじくの1目もりが2
度を表していることに注意して点をうち、点
を直線でつなぎます。

2　気温は、折れ線グラフでかきます。 左
ひだり

側
がわ

のたてのじくの1目もりが1度を表していま
す。

　　降
こう

水
すい

量
りょう

は、ぼうグラフでかきます。右側
のたてのじくの1目もりが10mmを表してい
ます。

考 え 方

答 え 答 え

折
お
れ線グラフ（1）17 折

お
れ線グラフ（2）18

１　⑴北海道…30度　沖
おき

縄
なわ

県…31度
　　⑵午前8（時から）午前9（時までの間）
　　⑶時こく…午前8時
　　　気温のちがい…4度
　　⑷午後3時

１　

2　

(　  )

0

30

午前

40

6 8 10 12 2 4 6
午後 (　  )（　  ）

（　  ） すなはまの地面の温度度

時

60

50

（度）
30

20

10

0

（mm）
300

200

100

0

大阪市の気温と降水量
おおさか

1 2 3 4 5 6 7 8 9 101112
（月）

すいりょうこう
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算
　
数

20ページ

1　下の図で、 印
しるし

がついているところが直角
になっています。

　　⑴ 直線あと垂直である直線はえとおです。
　　⑵ 直線おと垂直である直線はあとうです。
　　⑶ 直線あと直線うはともに、直線え（直

線お）と垂直なので平行です。また、直線え
と直線おはともに、直線あ（直線う）と垂直
なので平行です。

2　図のように三角じょうぎをあててかきます。

考 え 方

え

あ

い
う

お か

ア

あ

ア

あ

答 え

垂
すい
直
ちょく
と平行（1）19

１　⑴え、お　　⑵あ、う
　　⑶あ（と）う、え（と）お
　　※⑴〜⑶ 順

じゅん
不
ふ

同
どう

2　

　　　　　　　　　※�図は実
じっ

際
さい

よりも小さ
くなっています。

ア

あ

垂直かどうかは、三角じょうぎの直角の

部分をあてて調べることができるね。

21ページ

1　三角じょうぎがずれないようにしましょう。

2　

　　⑴ ㋐の角…�向かい合った角どうしは、大
きさが等しいから、133°です。

　　　 ㋑の角…�平行な2本の直線は、ほかの直
線と等しい角度で交わるから、
133°です。

　　　 ㋒の角…�半回転の角の大きさは180°だ
から、180°－133°＝47°

　　⑵ 平行な2本の直線の間の長さ（はば）は
どこも等しくなっているので、ＡＢとＣＤの
長さは等しくなっています。だから、ＡＢの
長さは、4cmです。

考 え 方

ア

あ

ア

あ

4cm

Ｃ

Ｄ

Ａ

Ｂ

あ

い

㋐

㋑

㋒

133°

133°
133°

180°

答 え

垂
すい
直
ちょく
と平行（2）20

１　※図は実
じっ

際
さい

よりも小さくなっています。
　　

2　⑴㋐133°　㋑133°　㋒47°
　　⑵4cm

アあ
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算
　
数

23ページ22ページ

1　平
へい

行
こう

四
し

辺
へん

形
けい

のせいしつを利
り

用
よう

してかきます。
　　①　　　　　　　　　�4cmの辺

へん
をかき、 

70°の角をはかり、 
5cmの長さをはかる。

　　②　　　　　　　　　　　�三角じょうぎ�  
を2まい使って、
4cmの辺と平行
な辺をかく。

　　③　　　　　　　　　　　�②と同じように、
5cmの辺と平行
な辺をかく。

2　ひし形のせいしつを利用します。
　　⑴ ひし形は、4つの辺の長さがすべて等し

いから、ＢＣの長さは3cmです。
　　⑵ ひし形の向かい合った角の大きさは等

しいから、㋐の角度は50°で、㋑の角度は
130°です。

考 え 方

70°

5cm

4cm

5cm

1　① 1つの形は正方形4こ分になります。正
方形4こで作ることのできる形は下の7通り
です。この中から分けることのできる形をさ
がします。

　　② 1つの形は正六角形4こ分になります。
正六角形4こで作ることのできる形は下の11
通りです。この中から分けることのできる形
をさがします。

考 え 方

答 え答 え

四角形（1）22同じ形に分けよう21

１　※「考え方」を見てください。
2　⑴3cm　⑵㋐50°　㋑130°

１　①例
れい

　　

　　※�4つに分けた形がすべて同じで、そ
れぞれの形に が1つ入っていれば
正かいです。

　　②例

　　※�6つに分けた形がすべて同じで、そ
れぞれの形に が1つ入っていれば
正かいです。
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算
　
数

24ページ

1　台形のせいしつを利
り

用
よう

してかきます。
　　①　　　　　　　　　　　�3cmの辺

へん
をかき、

120°の角をは
かり、3cmの長
さをはかる。

　　②　
　　　　　　　　　　　　　　�三 角 じ ょ う ぎ

を2まい使って、
平行な辺をかく。

　　③　　　　　　　　　　　�6cmの長さをは
かり、残

のこ
りの辺

をかく。

2　それぞれの図形について、辺や角、対角線
について調べます。

　　⑵ 台形以
い

外
がい

の形は、向かい合う2組の辺が
平行になっています。

考 え 方

120°
3cm

3cm

6cm

長方形 正方形 台形 平行四辺形
へいこう  し  へんけい

ひし形

答 え

四角形（2）23

１　※「考え方」を見てください。
2　⑴長方形、正方形　　⑵台形
　　⑶正方形、ひし形　※⑴・⑶ 順

じゅん
不
ふ

同
どう

2本の対角線をひいてできる
4つの三角形について、調べ
てみるのもおもしろいよ！

25ページ

1　あまりがある場合は、わる数よりも小さく
なっていることをたしかめましょう。

⑴　		 ⑵　

⑶　		 ⑷　

2　できるふくろの数は、
　　　全部の種

たね
の数÷1ふくろに入れる種の数

で求
もと

められるから、
　　　82÷12＝6あまり10
　　したがって、6ふくろできて、10つぶあま

ります。

3　できる箱の数は、全部のゴーヤの数÷1箱
に入れるゴーヤの数で求められるから、

　　　2845÷25＝113あまり20
　　したがって、113箱できて、20本あまり

ます。

考 え 方

9
92 6
3

6
0

3
7
74 8
5

0
8

1

25
562 9 8

8

2

7
7
8
0

3

09
981 4 7

7

5

3
1

4
6
1

2

7
1

82 2
6

2
0

1

答 え

2けたのわり算24

※１の筆算は「考え方」を見てください。
１　⑴3	 ⑵5あまり8
　　⑶23	 ⑷52あまり11
2　［式］82÷12＝6あまり10
　　［答え］6（ふくろできて、）
　　　　　 10（つぶあまる。）
3　［式］2845÷25＝113あまり20
　　［答え］113（箱できて、）20（本あ

まる。）
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算
　
数

26ページ 27ページ

1　⑴・⑵百の 位
くらい

までのがい数にするには、
十の位を四

し
捨
しゃ

五
ご

入
にゅう

します。
　　⑴ 1273 → 1300
　　　切り上げ
　　⑵ 2845 → 2800
　　　切り捨

す
て

　　⑶ 千の位までのがい数にするには、百の
位を四捨五入します。

　　　47961 → 48000
　　　切り上げ
　　⑷ 一万の位までのがい数にするには、千

の位を四捨五入します。
　　　73154 → 70000
　　　切り捨て
2　上から1けたのがい数にするには、上から

2つ目の位を四捨五入します。
　　㋐2541→3000	 ㋑2489→2000
　　　切り上げ	 　切り捨て
　　㋒3762→4000	 ㋓3384→3000
　　　切り上げ	 　切り捨て
　　㋔29618→30000	 ㋕2800→3000
　　　切り上げ	 　切り上げ
　したがって、答えは㋐、㋓、㋕です。
3　上から3つ目の位を四捨五入します。
⑴ 2536→2500	 ⑵ 8274→8300
　 切り捨て	 　 切り上げ
⑶ 48190→48000　⑷ 523762→520000
　 切り捨て	 　 切り捨て

考 え 方

1　「から」「まで」と「以上」「未満」のちが
いに気をつけましょう。

　　⑴ 一の 位
くらい

を四
し

捨
しゃ

五
ご

入
にゅう

して350になる整
数は、

　　切り上げ…345、346、347、348、349
　　切り捨

す
て…350、351、352、353、354

　　⑵ 十の位を四捨五入して7200になる整数
は、7150から7249までです。

　　　7250は四捨五入すると7300になりま
す。

　　⑶ 百の位を四捨五入して18000になる数
は、17500以上18500未満です。

2　百の位を四捨五入して36000になる整数
は、35500から36499までです。

　　36500は四捨五入すると37000になりま
す。

考 え 方

答 え 答 え

がい数（1）25 がい数（2）26

１　⑴1300　⑵2800　⑶48000
　　⑷70000
2　㋐、㋓、㋕　※ 順

じゅん
不
ふ

同
どう

3　⑴2500　⑵8300　⑶48000
　　⑷520000

１　⑴�345、346、347、348、349、
350、351、352、353、354

　　※⑴は 順
じゅん

不
ふ

同
どう

　　⑵7150（から）7249（まで）
　　⑶17500（以

い
上

じょう
）18500（未

み
満
まん

）
2　（いちばん少なくて）35500（人）
　　（いちばん多くて）36499（人）

「17500以上」は、「17500と等しいか、それ
より大きい」という意味で、「18500未満」は、
「18500より小さい」という意味だね。
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算
　
数

28ページ 29ページ

1　がい数にしてから計算します。
　　⑴ 7月と8月の入館者数をそれぞれ千の

位
くらい

までのがい数で表します。
　　　7月…23758　→（約）24000人
　　　  　　切り上げ
　　　8月…19463　→（約）19000人
　　　  　　切り捨

す
て

　　⑵ 7月と8月の入館者数の和をがい数で求
もと

めると、
　　　24000＋19000＝43000
　　したがって、（約）43000人です。

2　それぞれのねだんの百の位を切り上げます。
　　　水着	 …　2000円
　　　ビーチボール	 …　1000円
　　　うきわ	 …　2000円
　　したがって、代金のがい算は、
　　　2000＋1000＋2000＝5000（円）
　　実

じっ
際
さい

の代金は、5000円よりも安いので、
5000円でたりることがわかります。

考 え 方 1　もしルビーがショージキ村の住人とする
と、ルビーは 必

かなら
ず真実を話します。このとき、

サファイアの言っていることは真実ではない
ので、サファイアは、ウソツキ村の住人とい
うことになります。同じようにして、あとの
3人はどうなるかを考えます。

真実か どちらの村か
ルビー ○ ショージキ村
サファイア × ウソツキ村
トパーズ ○ ショージキ村
エメラルド × ウソツキ村
ダイヤモンド ○ ショージキ村

　　上の表より、ルビーがショージキ村の住
人とすると、ショージキ村の住人は3人にな
り、問題に書いてあることと合わなくなるの
で、ルビーは真実とはちがうことを話してい
て、ウソツキ村の住人とわかります。

　　ルビーがウソツキ村の住人とすると、サ
ファイアは真実を言っているので、ショージ
キ村の住人です。トパーズ、エメラルド、ダ
イヤモンドの3人がどうなるかを表にまとめ
ると次のようになります。

真実か どちらの村か
ルビー × ウソツキ村
サファイア ○ ショージキ村
トパーズ × ウソツキ村
エメラルド ○ ショージキ村
ダイヤモンド × ウソツキ村

　　上の表より、ショージキ村の住人はサファ
イア、エメラルドの2人になり、これは、問
題に書いてあることと合います。

考 え 方

答 え 答 え

がい算と見
み
積
つ
もり27 どちらの村人かな？28

１　⑴7月…24000人　8月…19000人
　　⑵［式］24000＋19000＝43000
　　　［答え］（約

やく
）43000人

2　たりる

１　ルビー：×　　サファイア：○
　　トパーズ：×　エメラルド：○
　　ダイヤモンド：×

代金の合計が、だいたい

何千円になるかを考えれ

ばいいんだね。
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30ページ 31ページ

理
　
科

1　⑴　ア　ツバメは、春になると日本にやっ
てくるわたり鳥です。春になると、家の屋根
の下などに巣

す
をつくり、子育てをします。

　イ　モンシロチョウは冬をさなぎのすがたで
すごし、春になると成

せい
虫

ちゅう
になります。アブ

ラナの花は春にさきます。
　ウ　カブトムシはよう虫のすがたで冬をこ

し、春になるとよう虫からさなぎに変
か

わりま
す。そして、春から夏にかけて成虫になりま
す。カブトムシの成虫は夜

や
行
こう

性
せい

のため、観
かん

察
さつ

しやすいのは夏の夜です。
　エ　ヒマワリの花がさくのは夏です。
2　⑵　ヘチマの子

し

葉
よう

と葉の形は、右
の図のようにちが
う形をしています。

3　ツルレイシやヘチマ、ヒョウタンは、アの
ようなお花

ばな
とイのようなめ花

ばな
という２種

しゅ
類
るい

の
花がさきます。下の図のイのように、め花の花
の下にはふくらみがあり、ここが実になります。
ア　お花　　　　　　イ　め花

考 え 方

子葉 葉

花の下にふく
らみがない。

花の下がふくらんでいる。
ふくらんでいるところが、
実になる。

1　はくちょうざのデネブ、ことざのベガ、わ
しざのアルタイルの3つの一

いっ
等
とう

星
せい

を結
むす

んだ三
角形を夏

なつ
の大

だい
三
さん

角
かく

といいます。

2　星
せい

ざ早
はや

見
み

を使うと、星や星ざをさがしやす
くなります。星ざ早見は、観

かん
察
さつ

したい方
ほう

位
い

が
下になるように持つことに注意しましょう。

　　

3　曲げられる関
かん

節
せつ

があるのは、イのひざです。

考 え 方

デネブ

ベガ

アルタイル
はくちょうざ

ことざ

わしざ

東 西
北

南

東

西
北

南

東西
北

南

東

西

北

南

※南の空を観察した
　いときの持ち方

※東の空を観察した
　いときの持ち方

※北の空を観察した
　いときの持ち方

※西の空を観察した
　いときの持ち方

答 え 答 え

生き物のようす1 星
せい
ざの観

かん
察
さつ
／人のからだ2

１　ア〇　　イ〇　　ウ×　　エ×
２　⑴ア→エ→イ→ウ
　　⑵ちがう
３　イ

１　⑴①ウ　　②イ　　③エ
　　⑵夏の大三角
２　①イ　　②ア　　③ウ　　④エ
３　イ
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32ページ 33ページ

理
　
科

1　豆電球がかん電池1このときより明るくつ
くのは、かん電池を直列つなぎにしたときで
す。
2　⑴　電気は、かん電池の ＋

プラス
極

きょく
からモー

ターを通って －
マイナス

極
きょく

に流れます。この電気
の流れのことを電

でん
流

りゅう
といいます。

　　⑵　かん電池の向きを変えると、流れる電
流の向きも変わります。そのため、モーター
の回る向きも変わります。

　　⑶　アのように同じ極どうしをつなぐと、
電流が流れません。

　 イはへい列つなぎです。回
かい

路
ろ

に流れる電流
の強さはかん電池1このときと変わりません
が、かん電池1このときより長い時間電流を
流すことができます。

　 ウは直列つなぎです。回路に流れる電流の
強さは、かん電池1このときより強くなりま
す。

　よって、答えはイです。

考 え 方 1　⑴　たてじくの1目もりは1℃を表してい
ます。目もりに注意して点をうち、点と点を
直線でつなぎます。グラフのタイトルは、「5
月10日と5月13日の気温」などとしても正
かいです。

　　⑵　⑴の折
お

れ線グラフで、5月10日と5
月13日のそれぞれの気温のひらきを見ます。
５月10日で一番低

ひく
い気温は午前8時の17℃、

一番高い気温は午後2時の24℃なので、気温
のひらきは24−17＝7（℃）です。５月13
日で一番低い気温は午後３時と午後４時の
19℃、一番高い気温は午前10時と午後1時
の22℃なので、気温のひらきは22−19＝3

（℃）です。そのため、気温の変
へん

化
か

が大きい
のは5月10日であることがわかります。

　　⑶　雨の日は晴れの日にくらべて、１日の
気温の変化が小さいです。そのため、５月
13日が雨の日であることがわかります。

　　⑷　気温は、風通しがよい日かげで、地面
からの高さが1.2m 〜 1.5mのところではか
ります。

考 え 方

答 え 答 え

電気のはたらき3 天気と気温4

１　（例
れい

）

　　※�かん電池が直列つなぎになっていれ
ば、答えとちがうつなぎ方をかいて
いても正かいです。

２　⑴①ア　　②イ　　③エ
　　⑵（例）かん電池の向きを変

か
える。

　　⑶イ

スイッチ

5 4 3 2 1 0 1 2 3 4 5  A

１　⑴

　　⑵５月10日　　⑶５月13日
　　⑷イ

午前8時
0

15

9時 10時 11時 正午 午後1時 2時 3時 4時

（　 ） 晴れの日と雨の日の気温の記
き

録
ろく

30

25

20

℃
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1　①〜④の都
と

道
どう

府
ふ

県
けん

は、いずれも都道府県
名と都

と
道
どう

府
ふ

県
けん

庁
ちょう

所
しょ

在
ざい

地
ち

の名前がちがいます。
この機

き
会
かい

にしっかりと覚えましょう。
　　① 北海道は日本で 最

もっと
も広い都道府県です。

広い土地をいかした農業がさかんで、じゃが
いも、たまねぎ、 牛

ぎゅう
乳

にゅう
など、日本一の生

せい
産
さん

量
りょう

をほこる農
のう

畜
ちく

産
さん

物
ぶつ

が多くあります。
　　② 県庁所在地が那

な
覇
は

市の都道府県は、沖
縄県です。沖縄県は、年中気温が高く、夏に
は台風が多く通

つう
過
か

します。そのため、沖縄県
の家屋は、台風にそなえた工

く
夫
ふう

をしています。
　　③ しまなみ海

かい
道
どう

は四国地方の愛媛県と中
国地方の広島県を結

むす
ぶ複

ふく
数
すう

の橋の総
そう

称
しょう

です。
愛媛県の県庁所在地の松

まつ
山
やま

市には道
どう

後
ご

温
おん

泉
せん

が
あり、観

かん
光
こう

地
ち

としても人気があります。温
おん

暖
だん

な気
き

候
こう

の愛媛県では、みかんなどのさいばい
がさかんです。

　　④ 名
な

古
ご

屋
や

城のある名古屋市は愛知県の県
庁所在地です。愛知県は自動車産

さん
業

ぎょう
がさか

んです。

考 え 方

札幌市
北海道北海道地方

ほっかいどう

中国地方
ちゅうごく

九州地方
きゅうしゅう

中部地方
ちゅう ぶ

近畿地方
きん き

東北地方
とうほく

関東地方
かんとう

九州地方
きゅうしゅう

都道府県庁所在地
8地方区分のさかい

東京
東京都
とうきょう

名古屋市
な　ご　や
愛知県
あい ち

松山市
まつやま
愛媛県
え ひめ

大阪市
大阪府
おおさか

鹿児島市
鹿児島県
か　ご  しま

那覇市
な　は
沖縄県
おきなわ

1　⑴ 家庭ごみは大きく、燃えるごみ、燃え
ないごみ、資

し
源
げん

ごみ、粗
そ

大
だい

ごみに分けられま
す。このように、種

しゅ
類
るい

によって分けることを
「分別」といいます。

　　⑵・⑶ ペットボトルや新聞・雑
ざっ

誌
し

などの
紙ごみ、びん、かんなどは資源ごみにあたり
ます。資源ごみは集められたあと、資源化す
るしせつに送られます。ペットボトルは、と
かして再

さい
生
せい

プラスチックや再生ポリエステ
ルせんいとして衣

い
料

りょう
品
ひん

に生まれ変
か

わります。
びんはあらってそのまま再

さい
利
り

用
よう

される場合と、
くだいてとかして新しいびんになる場合があ
ります。かんは、スチールかんとアルミかん
に分けられたあと、それぞれとかして、新し
い鉄やアルミの材

ざい
料

りょう
として、さまざまな製

せい

品
ひん

に生まれ変わります。
　　⑶ 新聞・雑誌などの紙ごみは、再

さい
生
せい

紙と
して、トイレットペーパーなどの製品になり
ます。食品や化学薬品にはなりません。

　　⑷ 燃えないごみは海などにつくられた、
アのうめ立て処

しょ
分
ぶん

場
じょう

にすてられます。海に
あるうめ立て処分場は、ごみをうめたあとに、
土
ど

砂
しゃ

を入れ、新たな土地としても利用されて
きました。

　　⑸ 土地にはかぎりがあるために、ごみを
どんどんうめ立てていくと、いずれ、うめ立
て処分場がいっぱいになって、ごみをすてる
場所がなくなります。また海へのうめ立ても、
自
し

然
ぜん

かんきょうへのえいきょうが心配されて
います。

考 え 方

答 え 答 え

県
けん
の様子1 ごみのしょりと活用2

１　①場所　ア　　都道府県名　北
ほっ

海
かい

道
どう

　　②場所　キ　　都道府県名　沖
おき

縄
なわ

県
　　③場所　オ　　都道府県名　愛

え
媛
ひめ

県
　　④場所　ウ　　都道府県名　愛

あい
知
ち

県

１　⑴分
ぶん

別
べつ

　　⑵ア　　⑶ア　　⑷ア
　　⑸例燃

も
えないごみをすてる場所がいっ

ぱいになる。

ごみを少なくしたり、リサイクルをしたりする必
ひつ

要
よう

があるんだね。
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1　水は高い所から低い所へ向かって流れます。
　この地図で熊本県東部には山があります。山

から海に向かう矢印を選びます。
2　左の人口のグラフを見ると、ぼうグラフの

長さはほぼ等しいことから、人口に大きな変
化がないことがわかります。右の給水量のグ
ラフは、2005年の後、だんだん短くなって
いることから、給水量がへっていることがわ
かります。この内ようを空らんに合うように
まとめます。

　　水を使う人の数がほぼ同じなのに、給水量
がへっているのは、人々の節

せっ
水
すい

意
い

識
しき

が高まっ
たり、節水トイレのように、日

にち
常

じょう
生活の中

で節水しやすい道具が増えたりしたためと考
えられます。
3　ア 水道水は水

すい
道
どう

管
かん

を通って、各家庭に送
られています。各家庭に送られる水道は上水
道です。

　　イ ダムにたくわえた大量の水を落とすと
きに発生する力を利用して電気を作ることが
できます。

　　ウ 下水の水は下水処
しょ

理
り

しせつできれいに
なりますが、上水にもどされることはありま
せん。きれいにしたうえで、川や海に放出さ
れます。
4　森林はふった雨を地下にたくわえて少しず

つ地下水などへ流します。このはたらきがダ
ムとにているため、森林は自然のダムにたと
えられて、「緑のダム」などとよばれます。

考 え 方
1　①・② 火力発電では、石油・石炭・天

てん
然
ねん

ガスといった化
か

石
せき

燃
ねん

料
りょう

を燃
も

やし、そのとき
に発生する 蒸

じょう
気
き

でタービンを回し、電気を
発生させています。ものを燃やすときに発生
する二

に
酸
さん

化
か

炭
たん

素
そ

が地球温
おん

暖
だん

化
か

の原
げん

因
いん

であるこ
とや、燃料である石油・石炭・天然ガスの
量

りょう
にはかぎりがあるため、火力発電にたよ

る割
わり

合
あい

をへらしていく必
ひつ

要
よう

があります。
　　③ 原子力発電の燃料であるウランは核

かく
ぶ

んれつをするときに、大量の熱
ねつ

を発生させま
す。この熱で水をあたため、発生した蒸気が
タービンを回します。核ぶんれつをするとき
には、熱と同時に放

ほう
射
しゃ

性
せい

物
ぶっ

質
しつ

も放出するので、
取りあつかいには細心の注意が必要です。

　　④ 水力発電では、水が高い所から落ちる
ときに発生する力を利

り
用
よう

して発電します。水
量が必要なことから、発電量が天

てん
候
こう

に左右さ
れやすいという欠

けっ
点
てん

があります。また、ダム
をつくるときの森林はかいなどのえいきょう
も心配されています。
2　ア 水力発電量はグラフの期間、大きな変

へん

化
か

はありません。
　　イ 原子力発電は、2011年のあと大きく

へっています。これは2011年３月に起きた
東日本大

だい
震
しん

災
さい

で福島県の原子力発電所に大き
な被

ひ
害
がい

が出たため、全国の原子力発電所が
発電を取りやめたからです。2020年からは、
また少しふえ始めています。
　　ウ 太陽光による発電は少しずつふえ続

つづ
け

ています。
　　エ 火力発電が各年度とも大半をしめてい

ます。
3　風力、地

ち
熱
ねつ

、太陽光などによる発電方式は
燃料にかぎりがなく「くりかえし使える」＝

「さいせい」できることから次世代のエネル
ギーとして期待されています。

考 え 方

答 え 答 え

水はどこから3 電気はどこから4

１　ウ
2　例（人口に大きな変化はないが）�  

2005（年から、 給
きゅう

水
すい

量
りょう

は）へっている。
3　ア〇　　イ〇　　ウ×
4　森林

１　①イ　　②エ　　③ア　　④ウ
２　イ　エ
３　さいせい
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答 え

答 え

答 え

答 え

アルファベット①1

アルファベット②2

色／天気3

時間／I like ～（～が好
す

き）4

省
しょう
略
りゃく
　

省
しょう
略
りゃく
　

１　省
しょう
略

りゃく

2　	 rainy	 sunny	 cloudy	 snowy

3　省
しょう
略
りゃく
　

１   2　省
しょう
略
りゃく

3　⑴　省
しょう
略

りゃく

　　⑵　（例
れい
）　I like blue.（わたしは青が好きです。）

　　＊好きな色を答えられれば正かいです。
　　（色の例） gray（灰

はい
色）、gold（金色）、silver（銀色）、lavender（うすむらさき色）

英
　
語
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2　⑵ 午後1時の気温は26度、地面の温度は
31度だから、ちがいは、31－26＝5（度）
です。
　　⑶ 地面の温度のグラフで、右上がりで、
かたむきがいちばん急になっているところを
答えます。

3　⑴ 一兆
ちょう
が4こで4兆、一億

おく
が500こで500

億、一万が3700こで3700万。数字で書くと、

　　⑵  1100  にすると、位は2けたずつ下がり

ます。

4050037000000
兆 億 万

860000000000
86000000000000

兆 億 万

1
100

4　⑵ 三角じょうぎの角
の大きさは右の図のよう
になっているので、㋑の
角の大きさは、下の図の
ように
　　　60°－45°＝15°
　で求

もと
められます。

5　4年生の数÷1きゃくの長いすにすわる数
　より、
　　　187÷4＝46あまり3
　したがって、4人がすわる長いすが46きゃく
と、3人がすわる長いすが1きゃく必

ひつ
要
よう
です。

45° 60°

30°
45°

㋑

45°

15°

60°

考 え 方

テスト夏休み算数

  46

145

7.14

28
  42
  42
    0

4
18
16
  22
  20
    2

4050037000000

860000000000

112°

15°

午前9時 午後5時

5度 187÷4＝46あまり3
46＋1＝47

47きゃく午前11時午前10時

答　え

27

6 
21
21
  0

3⎠81

7⎠322
  46

28
  42
  42
    0

4⎠582
145

4
18
16
  22
  20
    2

⑴

⑵

⑶

27
6 
21
21
  0
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1　⑴ サクラはあたたかくなると花がさき、
その後、緑色の新しい葉が出てきます。アは
秋、イは夏のサクラのようすです。
　　⑵ ヘチマは、つるがネットなどに巻きつ
いて、上にのびていきます。
　　⑶ ヘチマやウのアサガオは夏に花がさき、
アのウメは冬から春にかけて、イのアブラナ
とエのチューリップは春に花がさきます。
2　⑵ さそりざは夏の夜空で見ることができ
る星

せい
ざです。中央で赤く明るく光る1等

とう
星
せい
が、

アンタレスです。
3　⑵⑶ 温度計で気温をはかるときは、えき
面を真横（温度計に対して直角な位

い
置
ち
）から

見て目もりを読み取ります。
4　かん電池2こがへい列つなぎで、スイッチ
と豆電球とけん流計がつないであり、図2の
記号を使ってかいていれば正かいです。

　《答えの例と〇つけの仕方》
　〇�15点　上の（例）のように図2の記号を使っ
てかいている。

　△�5点　スイッチ、豆電球、けん流計のどれ
か1つをつなぎわすれている。

　△�5点　右の図のように、かん電池
の記号が左右同じ長さになってい
る。

　×�0点　右の図のように、かん
電池の ＋

プラス
極
きょく
と －

マイナス
極
きょく
にま

ちがいがある。
　×�0点　図2の記号でかいていない。
　×�0点　かん電池が直列つなぎになってい
る。

　×�0点　右の図のように、かん電池
の＋

プラス
極
きょく
と －

マイナス
極
きょく
のつなぎ方に

まちがいがある。

A

考 え 方

テスト夏休み理科

1.2 1.5

18.5℃

②

風通し
当たらない

星 ざ 早 見

ウ

イ

ウ

アンタレス
1

A（例
れい
）

答　え
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1　�⑵ イ　中国地方で瀬戸内海と日本海の両
方に面しているのは山口県です。兵庫県も
両方に面している県ですが、兵庫県は近

きん
畿
き

地方です。
　ウ�　太平洋に面する弓なりの海岸線は、千葉
県の九十九里浜

はま
です。

　オ�　新
にい
潟
がた
県は中部地方の日本海に面する県の

１つで、米づくりがさかんな県として知ら
れています。

　カ�　 桜
さくら
島
じま
は二つの半島にはさまれた場所に

あります。
2　どの年度を見ても最

もっと
も多い発電方法は火

力発電です。火力発電は石油や石炭・天然ガ
スを燃

も
やして電気をつくります。これらの燃

ねん

料
りょう
は限

かぎ
りがあります。また、燃料を燃

も
やす

ときに出る二
に
酸
さん
化
か
炭
たん
素
そ
が地球温

おん
暖
だん
化
か
にえい

きょうをおよぼすことなどから、火力発電を

減
へ
らそうとしています。

3　燃
も
えるごみは、せいそう工場で燃やして、

灰
はい
にします。燃えないごみは処

しょ
理
り
しせつをへ

て、そのまま、うめ立て処
しょ
分
ぶん
場
じょう
に運ばれます。

粗
そ
大
だい
ごみは再

さい
利
り
用
よう
（リユース）できるものと、

リサイクルできるものに分けられ、残りがう
め立て処分場に運ばれます。資

し
源
げん
ごみはリサ

イクル工場で生まれ変
か
わります。

4　人口に大きな変化がないのにもかかわら
ず、水道給

きゅう
水
すい
量
りょう
が減ったのは人々の節

せっ
水
すい
意
い

識
しき
の高まりが理由です。また、節水型トイレ
が広まるなど「自然と節水ができる」節水の
しやすい生活スタイルに変化してきています。
　答えの例と〇のつけ方
　〇10点 �「節水したから」「水を節約したから」
　△５点 「水を使う量

りょう
がへったから」

　　　　 「水をあまり使わなかったから」

考 え 方

テスト夏休み社会

鹿
か
児
ご
島
しま
県

山口県高知県
新
にい
潟
がた
県北海道

ウカイ
エオア

火力発電
例 �多くの人の節水意識
が高まったから。

アイウ

アエウイ千葉県

答　え
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答　え

1　
そ
れ
ぞ
れ
の
文
の
組
み
立
て
を
た
し
か
め
ま
し
ょ
う
。

　
　
⑴　
白
い　
う
さ
ぎ
が　
広
い　
野
原
で　
ぴ
ょ
ん
ぴ
ょ
ん　
は
ね
る 

。

　
　
⑵�　
わ
た
し
は
、
夏
休
み
に 

北
海
道
の 

祖
母
の 

家
で 

二
週
間 

す
ご
す 

。

3　
⑴�　
「
物
ぶ
つ
交
か
ん
」
の
二
つ
の
欠け

っ

点て
ん

は
、
―
―
①
の
直
後
の
「
で
も
」
で

始
ま
る
文
か
ら
読
み
取
り
ま
し
ょ
う
。「
で
も
、
自
分
の
ほ
し
い
物
を
持
っ

て
い
る
人
を
見
つ
け
る
の
は
た
い
へ
ん
で
す
し
、
見
つ
か
っ
て
も
相
手
が
自

分
の
持
っ
て
い
る
物
を
ほ
し
が
ら
な
い
こ
と
も
あ
る
」
と
あ
り
ま
す
。

　
　
⑵�　
お
米
や
布ぬ

の
な
ど
は「
だ
れ
も
が
ほ
し
が
る
物
」と
し
て
使
わ
れ
ま
し
た
が
、

持
ち
歩
く
の
が
た
い
へ
ん
だ
っ
た
り
、
味
が
落
ち
た
り
、
い
た
ん
だ
り
す
る

と
い
う
欠
点
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、「
持
ち
運
び
に
便べ

ん

利り

で
長
持
ち
す

る
貝
が
使
わ
れ
る
」
と
あ
り
ま
す
。

　
　
⑶�　
―
―
③
の
直
前
の
「
こ
れ
」
が
指
す
内な

い
容よ

う
を
お
さ
え
ま
し
ょ
う
。
そ
の
前

に
書
か
れ
て
い
る
、「
六
八
三
年
に
銅ど
う

を
使
っ
て
」
作
ら
れ
た
「
富ふ

本ほ
ん

銭せ
ん

」

の
こ
と
で
す
ね
。
答
え
は
、「
銅
」
で
す
。

　
　
⑷　
（
Ａ
）
の
前
後
の
内
容
を
た
し
か
め
ま
し
ょ
う
。

「
世
界
で
い
ち
ば
ん
古
い
お
金
」
＝
「
貝ば

い
貨か

」 

「
お
金
に
関か

ん
す
る
漢
字
に
（
Ａ
）
の
字
が
入
っ
て
い
る
の
は
こ
の
た
め
」

昔
、貝
を
お
金
に
使
っ
て
い
た
の
で
、お
金
に
関
す
る
漢
字（「
財ざ

い
」「
貯ち

ょ
」「
買
」

な
ど
）
に
は
「
貝
」
が
入
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
ね
。

（
ど
ん
な
）

（
何
が
）

（
ど
ん
な
）

（
ど
こ
で
）

（
ど
の
よ
う
に
）

（
ど
う
す
る
）

（
だ
れ
は
）

（
い
つ
）

（
ど
こ
の
）

（
だ
れ
の
）
（
ど
こ
で
）

（
ど
う
す
る
）

考
え
方

テ
ス
ト

夏
休
み

国
語

ウ

ほ
し
い
物

ほ
し
が
ら
な
い

アイ

貝
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国
　
語

答
え

答
え

答
え

1　
―
―
①
の
直
前
「
で
す
か
ら
」
は
、
前
の
こ
と

が
理
由
に
な
っ
て
後
の
こ
と
が
起
こ
る
こ
と
を
表

す
言
葉
で
す
。
そ
の
前
の
外
国
の
捕ほ

鯨げ
い

船せ
ん

が
「
大た

い

砲ほ
う
を
そ
な
え
た
近
代
的
な
船
」
が
理
由
で
す
。

2　
外
国
に
つ
い
て
は
、―
―
②
の
前
の
段だ

ん
落ら

く
に「
外

国
船
が
ク
ジ
ラ
を
と
る
」
の
は
、「
ラ
ン
プ
な
ど

の
油
を
と
る
の
が
目
的
」
と
あ
り
ま
す
。
日
本
に

つ
い
て
は
、―
―
②
の
後
か
ら
と
ら
え
ま
し
ょ
う
。

「
日
本
人
は
肉
を
食
べ
る
ば
か
り
で
な
く
」「
す
べ

て
い
た
だ
い
た
」
と
あ
り
ま
す
。

3　

ク
ジ
ラ
が
と
れ
た
と
き
の
日
本
人
の
様
子
は
、

第
三
段
落
と
第
四
段
落
か
ら
と
ら
え
ま
し
ょ
う
。

油
は
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
に
使
わ
れ
、
油
を
と
っ
た

あ
と
の
「
油
か
す
」
ま
で
肥ひ

料り
ょ
う

屋や

さ
ん
が
買
い

に
く
る
こ
と
、
ひ
げ
も
工こ

う
芸げ

い
品ひ

ん
な
ど
に
使
わ
れ
る

こ
と
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。
一
頭
の
ク
ジ
ラ
で
多

く
の
も
の
が
作
れ
る
の
で
、人
々
が
買
い
に
来
て
、

町
じ
ゅ
う
が
大
さ
わ
ぎ
に
な
る
の
で
す
。

考
え
方

1　

俳
句
は
、
季き

節せ
つ

を
表
す
言
葉
で
あ
る
「
季
語
」

を
一
つ
入
れ
る
こ
と
が
決
ま
り
に
な
っ
て
い
ま

す
。
ア
の
俳
句
で
季
節
を
表
す
言
葉
は
「
雪
」、

季
節
は
「
冬
」
で
す
。

3　
エ
の
短
歌
は
、
向ひ

ま
わ
り

日
葵
が
、
金
の
油
の
よ
う
な

真
夏
の
太
陽
の
光
を
あ
び
て
ゆ
っ
た
り
と
高
く
さ

い
て
い
る
の
に
く
ら
べ
て
、
空
に
あ
る
太
陽
は
何

と
小
さ
い
こ
と
だ
ろ
う
、
と
い
う
意
味
で
す
。
ひ

ま
わ
り
が
あ
び
て
い
る
「
金
の
油
」
は
太
陽
の
光

を
た
と
え
て
い
ま
す
。

4　
オ
の
短
歌
は
、
白し

ら
鳥と

り
は
、
哀か

な
し
く
は
な
い
の
だ

ろ
う
か
、
空
の
青
い
色
に
も
海
の
青
い
色
に
も
そ

ま
ら
ず
に
た
だ
よ
っ
て
い
る
と
い
う
意
味
で
す
。

「
青
」「
あ
を
」
と
対た
い
比ひ

さ
せ
る
こ
と
で
、
白
鳥
の

「
白
」が
き
わ
だ
ち
、何
に
も
そ
ま
ら
な
い
白
鳥
に
、

作
者
自
身
の
こ
ど
く
感
が
重
ね
ら
れ
て
い
ま
す
。

考
え
方

1　
漢
字
の
部
分
を
ば
ら
ば
ら
に
し
て
、
上
下
、
左

右
な
ど
に
組
み
合
わ
せ
て
考
え
ま
し
ょ
う
。

　
　
⑴
左
右
を
入
れ
か
え
る
と
、「
服
」に
な
り
ま
す
。

　
　

⑵
「
玉
」
を
「
口
」
で
か
こ
む
と
、「
国
」
に

な
り
ま
す
。

　
　

⑶
「
車
」
を
へ
ん
に
し
て
、「
又
」
と
「
土
」

を
右
が
わ
に
上
下
に
な
ら
べ
る
と
、「
軽
」
に
な

り
ま
す
。

　
　
⑷
「
立
」「
日
」「
十
」
を
上
下
に
な
ら
べ
る
と
、

「
章
」
に
な
り
ま
す
。

2　

ど
れ
か
の
漢
字
に
つ
く
部
首
を
思
い
つ
い
た

ら
、他
の
漢
字
に
も
つ
く
か
た
し
か
め
ま
し
ょ
う
。

「
へ
ん
」
だ
け
で
な
く
、「
つ
く
り
」「
か
ん
む
り
」

「
あ
し
」「
に
ょ
う
」「
た
れ
」「
か
ま
え
」
な
ど
、

い
ろ
い
ろ
な
部
首
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

考
え
方

1　
大た

い
砲ほ

う
を
そ
な
え
た
近き

ん
代だ

い
的て

き
な
船

2　
a　
油
を
と
る

　
　
b　
肉
を
食
べ
る
／
食
べ
る
た
め

3　
イ

1　
季
語　
雪　
　
季
節　
冬

2　
①
ウ　
②
イ

3　
ア

4　
①
青　
②
白　
③
悲
し
み

1　
⑴
服　
⑵
国　
⑶
軽　
⑷
章

2　
⑴
練
・
終
・
絵　
⑵
笛
・
答
・
箱

　
　
⑶
計
・
読
・
詩　
⑷
思
・
息
・
意

※�

他
の
部
首
と
組
み
合
わ
せ
て
漢
字
が
で
き
る

場
合
も
あ
り
ま
す
。

説せ
つ

明め
い

文
の
読
み
取
り
④

20

44
ペ
ー
ジ

俳は
い

句く

・
短
歌

21

43
ペ
ー
ジ

漢
字
パ
ズ
ル
・
部
首
さ
が
し

22

42
ペ
ー
ジ



26

国
　
語

答
え

答
え

答
え

　
　
中
国
の
昔
の
出
来
事
（
故
事
）
や
物
語
を
元
に

し
て
で
き
た
、
教
え
や
意
味
が
こ
め
ら
れ
た
言
葉

を
故
事
成
語
と
い
い
ま
す
。

1　
ア「
矛む

盾じ
ゅ
ん

」は
、つ
じ
つ
ま
が
合
わ
な
い
こ
と
、

イ「
漁ぎ

ょ
夫ふ

の
利り

」は
、二
者
が
争あ

ら
そ

っ
て
い
る
間
に
、

第
三
者
が
利
え
き
を
横
取
り
す
る
こ
と
、
ウ
「
蛇だ

足そ
く
」
は
、
余よ

計け
い
な
も
の
の
こ
と
で
す
。

2　

イ
「
五
十
歩
百
歩
」
は
、
戦せ

ん

場じ
ょ
う

で
五
十
歩
に

げ
た
者
が
百
歩
に
げ
た
者
を
笑わ

ら
っ
た
が
、
ど
ち
ら

も
に
げ
た
こ
と
に
変か

わ
り
は
な
い
と
い
う
話
が
も

と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

3　
ア
「
助
長
」
は
、
な
え
の
生
長
を
早
め
よ
う
と

な
え
を
引
っ
ぱ
っ
て
ぎ
ゃ
く
に
だ
め
に
し
た
こ
と

か
ら
、
余
計
な
力
ぞ
え
を
し
て
、
か
え
っ
て
害が

い
を

あ
た
え
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　
　
イ
「
推す

い
敲こ

う
」
は
、
中
国
の
詩
人
が
、
詩
を
作
る

と
き
に
門
を
「
推お

す
」
か
「
敲た

た
く
」
か
で
ま
よ
っ

た
と
い
う
話
か
ら
、
詩
や
文
章
の
字
句
を
何
度
も

練
り
直
す
こ
と
で
す
。

考
え
方

1　
―
―
①
を
ふ
く
む
ま
と
ま
り
（
第
一
連れ

ん
）
の
最さ

い

後ご

に
、「
～
よ
う
に
」
と
あ
る
こ
と
に
注
目
し
ま

し
ょ
う
。「
よ
う
に
」
は
あ
る
こ
と
を
、
他
の
こ

と
に
た
と
え
て
い
う
と
き
に
使
う
言
葉
で
す
。
こ

こ
か
ら
、「
幼お
さ
な

い
子
ど
も
が　
な
ん
と
か
し
て
／

背せ

よ
り
も
高
い
食し

ょ
く

卓た
く

へ
／
あ
が
っ
て
み
よ
う
と

す
る
」
様
子
に
た
と
え
て
い
る
と
わ
か
り
ま
す
。

2　

⑴
第
二
連れ

ん

の
、「
陸り

く

に
あ
げ
て
も
ら
え
ず
泣な

い

て
い
る
海
」を
受
け
た
様
子
で
す
。
海
の
様
子
を
、

人
の
行
動
の
よ
う
に
表ひ
ょ
う

現げ
ん

し
て
い
る
、
ア
が
正

か
い
で
す
。

　
　

⑵
海
の
様
子
を
想そ
う

像ぞ
う

し
ま
し
ょ
う
。「
あ
き
ら

め
て
／
い
っ
た
ん　

帰
っ
て
ゆ
き
ま
す
」
と
は
、

波
が
引
い
て
い
く
様
子
を
表
し
て
い
る
と
考
え
ら

れ
ま
す
。
ま
た
、「
す
ぐ
引
き
返
し
て
き
て
」
は
、

波
が
よ
せ
て
く
る
様
子
を
表
し
て
い
る
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

考
え
方

1　
「
世
界
の
他
の
国
」
で
塩し

お

を
つ
く
る
方
法
は
、

―
―
①
の
次
の
二
つ
の
段だ
ん

落ら
く

で
説
明
さ
れ
て
い
ま

す
。「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
ア
メ
リ
カ
な
ど
世
界
の
多

く
の
国
々
」
に
つ
い
て
は
、
第
三
段
落
の
初は
じ

め
の

文
に
注
目
し
ま
し
ょ
う
。「
メ
キ
シ
コ
や
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
な
ど
」に
つ
い
て
は
、第
四
段
落
の「
メ

キ
シ
コ
や
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
な
ど
で
は
、
こ
の
方

法
を
つ
か
っ
て
い
ま
す
。」
に
注
目
し
て
、「
こ
の
」

の
指
す
内な
い
容よ

う
を
前
か
ら
読
み
取
り
ま
し
ょ
う
。

2　
⑴
―
―
②
の
直
後
の
文
に
注
目
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
⑵
―
―
②
の
後
の
、
最さ
い
後ご

の
文
に
「
国
土
が
せ

ま
く
雨
の
多
い
日
本
」
で
塩
を
つ
く
る
方
法
に
つ

い
て
、「
日
本
で
は
、
海
水
を
濃の
う

縮し
ゅ
く
さ
せ
て
こ
い

塩
水
に
し
、
そ
れ
を
に
つ
め
る
と
い
う
方
法
を
、

あ
み
だ
し
て
き
た
の
で
し
た
」
と
説
明
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
こ
に
線
を
引
き
ま
し
ょ
う
。

考
え
方

1　
⑴
ウ　
⑵
イ　
⑶
ア

2　
⑴
イ　
⑵
ウ　
⑶
ア

3　
⑴
イ　
⑵
ア

1　
a　
背せ

よ
り
も
高
い
食し

ょ
く
卓た

く

　
　
b  

幼お
さ
な

い
子
ど
も

2　
⑴
ア　
　
⑵
エ

1　
a　
岩が

ん
塩え

ん　

  

b　
天
日　

  

c　
結け

っ

晶し
ょ
う

2　
⑴
a　
海　
　
b　
海
岸
線

　
　
⑵�

海
水
を
濃の

う

縮し
ゅ
くさ

せ
て
こ
い
塩
水
に
し
、

そ
れ
を
に
つ
め
る
と
い
う
方ほ

う
法ほ

う

故こ

事じ

成せ
い

語ご

17

47
ペ
ー
ジ

詩
の
読
み
取
り

18

46
ペ
ー
ジ

説せ
つ

明め
い

文
の
読
み
取
り
③

19

45
ペ
ー
ジ
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国
　
語

答
え

答
え

答
え

1　
⑴
「
そ
れ
」
は
「
ま
た
食
べ
た
い
」
も
の
で
す
。

　
　

⑵
「
そ
こ
」
は
、「
ぼ
く
た
ち
」
が
待
ち
合
わ

せ
を
し
た
場
所
を
指
し
て
い
ま
す
。「
学
校
」は「
公

園
」
の
場
所
を
説せ
つ

明め
い

す
る
言
葉
で
す
。

　
　
⑷
今
い
る
場
所
は
ど
こ
か
を
考
え
ま
し
ょ
う
。

2　
⑴
聞
き
手
が
何
と
答
え
て
い
る
か
に
注
目
し
ま

し
ょ
う
。「
場
面
」（
場
所
）を
答
え
て
い
る
の
は
、

「
ど
こ
」
と
聞
か
れ
た
か
ら
で
す
。

　
　
⑵
「
そ
の
け
が
」
と
あ
る
の
で
、
聞
き
手
に
近

い
も
の
（
聞
き
手
の
け
が
）
を
指
し
て
い
ま
す
。

聞
き
手
は
、自
分
に
と
っ
て
近
い
も
の
を
指
す「
こ

れ
」
を
使
っ
て
答
え
ま
す
。

　
　
⑶
「
赤
組
」
と
「
白
組
」
と
い
う
二
つ
の
も
の

を
挙あ

げ
て
「
ど
ち
ら
」
と
聞
い
て
い
ま
す
。

　
　
⑷
「
川
の
向
こ
う
」
と
い
う
、
話
し
手
か
ら
も

聞
き
手
か
ら
も
遠
い
も
の
を
指
し
て
い
ま
す
。
両

方
か
ら
遠
い
と
こ
ろ
に
あ
る
も
の
を
指
す
「
こ
そ

あ
ど
言
葉
」
は
、「
あ
れ
」「
あ
ち
ら
」
で
す
。

考
え
方

1　
―
―
①
の
後
に「
カ
チ
カ
チ
に
か
た
ま
っ
て
、コ

ン
ク
リ
ー
ト
人
間
に
な
っ
た
ら
ど
う
し
よ
う
。サ
ッ

カ
ー
も
野
球
も
で
き
な
く
な
る
」
と
あ
り
ま
す
。

2　

―
―
②
の
後
の
り
ん
ち
ゃ
ん
の
様
子
か
ら
、

思
っ
て
い
る
こ
と
を
と
ら
え
ま
す
。
り
ん
ち
ゃ
ん

は
「
笑わ
ら

い
を
こ
ら
え
て
」
い
て
、「
口
の
両
わ
き

が
ピ
ク
ピ
ク
も
ち
あ
が
っ
て
、
小
鼻
が
パ
ク
パ
ク

ひ
ら
い
て
」
い
ま
す
。
今
に
も
笑
い
そ
う
な
様
子

か
ら
、
つ
ば
さ
が
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
は
ま
っ
た
あ

と
を
お
か
し
い
と
思
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま

す
。

3　
文
章
の
初は

じ
め
と
終
わ
り
か
ら
、
つ
ば
さ
の
気
持

ち
が
わ
か
る
表ひ
ょ
う

現げ
ん

を
さ
が
し
ま
し
ょ
う
。コ
ン
ク

リ
ー
ト
が
か
わ
い
て
き
た
と
き
は
、「
な
さ
け
な
く

て
、
涙な
み
だ
が
ド
ボ
っ
と
わ
い
て
き
た
」
と
あ
り
ま
す

が
、
最さ
い
後ご

で
は
、「
り
ん
ち
ゃ
ん
が
バ
カ
騒さ

わ
ぎ
し

て
く
れ
た
の
で
気
が
楽
に
な
っ
た
」と
あ
り
ま
す
。

考
え
方

1　
―
―
①
の
直
前
に
「
そ
う
思
う
と
」
と
あ
る
の

に
注
目
し
て
、「
そ
う
」
が
指
す
内な
い

容よ
う

を
そ
の
前

か
ら
と
ら
え
ま
し
ょ
う
。「
そ
う
思
う
と
」
の
直

前
に
「
こ
れ
が
り
ん
ち
ゃ
ん
と
舞
う
最
後
の
獅し

子し

舞ま
い

だ
っ
た
。」
と
あ
り
ま
す
。

2　
―
―
②
の
後
に
あ
る
「
き
め
た
」
と
い
う
言
葉

に
注
目
し
て
、
つ
ば
さ
が
決
め
た
こ
と
を
読
み
取

り
ま
し
ょ
う
。「
今
ま
で
で
一
番
の
舞
を
し
よ
う

と
き
め
た
」
と
あ
り
ま
す
。

3　
初は

じ
め
に
は
「
今
年
だ
っ
て
ド
キ
ド
キ
は
少
し
も

変か

わ
ら
な
か
っ
た
」
と
あ
る
の
で
、
つ
ば
さ
が
き

ん
ち
ょ
う
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
で
す

が
、
最
後
で
は
、
今
ま
で
で
一
番
の
舞
を
し
よ
う

と
き
め
た
こ
と
で
、「
ド
キ
ド
キ
し
て
い
た
の
が

お
さ
ま
っ
て
、お
ち
つ
い
て
き
た
」
と
あ
り
ま
す
。

考
え
方

1　
⑴
エ　
⑵
ウ　
⑶
イ　
⑷
ウ

2　
⑴
ど
こ　
⑵
こ
れ　
⑶
ど
ち
ら

　
　
⑷
あ
れ

1　
a　
コ
ン
ク
リ
ー
ト
人
間　
b　
野
球

2　
イ

3　
a　
な
さ
け
な
く　
　
b　
気
が
楽

1　

�（
例れ

い

）
こ
れ
が
り
ん
ち
ゃ
ん
と
舞ま

う
最さ

い

後ご

の
獅し

子し

舞ま
い

だ
と
い
う
こ
と
。

2　
今
ま
で
で
一
番
の
舞
を
し
よ
う

3　
ウ

こ
そ
あ
ど
言
葉

14

50
ペ
ー
ジ

物
語
の
読
み
取
り
③

15

49
ペ
ー
ジ

物
語
の
読
み
取
り
④

16

48
ペ
ー
ジ
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答
え

答
え

答
え

1　
―
―
①
の
前
に
注
目
し
て
、「
こ
の
」が
指
す
内な

い

容よ
う

を
と
ら
え
ま
し
ょ
う
。
―
―
①
の
前
の
だ
ん
落

で
、「
し
ま
も
よ
う
」
に
つ
い
て
、「
シ
マ
ウ
マ
の

ト
レ
ー
ド
マ
ー
ク
」「
白
と
黒
の
し
ま
も
よ
う
」「
と

て
も
は
で
な
も
よ
う
」と
説
明
さ
れ
て
い
ま
す
。

2　

の
前
で
は
、
シ
マ
ウ
マ
が
も
よ
う
か
ら

な
か
ま
を
見
分
け
る
こ
と
、
後
で
は
、
シ
マ
ウ
マ

の
子
が
、
も
よ
う
と
に
お
い
か
ら
、
む
れ
の
中
で

母
親
を
見
分
け
る
こ
と
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。
前

の
内
容
に
後
の
内
容
を
付つ

け
加く

わ

え
て
い
る
の
で
、

「
ま
た
」
が
入
り
ま
す
。

3　
―
―
②
の
直
前
の
「
そ
の
た
め
」
に
注
目
し
ま

し
ょ
う
。「
そ
の
た
め
」
は
、
前
の
こ
と
が
ら
が

理
由
と
な
り
、
そ
の
結け
っ
果か

に
な
る
こ
と
を
し
め
す

接せ
つ

続ぞ
く

語ご

な
の
で
、
前
の
文
か
ら
、
ど
ん
な
と
き

（
a
）
に
、
ど
の
よ
う
に
な
る
（
b
）
の
で
お
そ

い
づ
ら
く
な
る
の
か
を
読
み
取
り
ま
し
ょ
う
。

考
え
方

1　

の
前
後
の
内な

い

容よ
う

に
注
目
し
ま
し
ょ
う
。

前
で
は
、
人
び
と
が
物
ぶ
つ
交
か
ん
で
物
を
手
に

入
れ
て
い
た
こ
と
が
書
か
れ
、
後
で
は
、
物
ぶ
つ

交
か
ん
は
た
い
へ
ん
だ
と
い
う
こ
と
が
書
か
れ
て

い
ま
す
。
前
と
後
で
こ
と
な
る
内
容
が
書
か
れ
て

い
る
の
で
、「
で
も
」
が
入
り
ま
す
。

2　
―
―
①
の
前
に
あ
る
「
そ
こ
で
」
に
注
目
し
ま

し
ょ
う
。
持
ち
歩
く
の
が
た
い
へ
ん
で
、
味
が
落

ち
る
米
や
、
い
た
ん
で
し
ま
う
布ぬ
の
に
代
わ
っ
て
貝

が
使
わ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
の
は
、「
持
ち
運
び

に
便
利
で
長
持
ち
す
る
」
か
ら
で
す
ね
。

3　

―
―
②
の
前
後
か
ら
、
考
え
ま
し
ょ
う
。

「
六
八
三
年
に
銅ど
う

を
使
っ
て
『
富ふ

本ほ
ん

銭せ
ん

』
と
い
う

お
金
が
作
ら
れ
ま
し
た
」
と
あ
り
ま
す
。
そ
の
次

の
文
に
「
日
本
で
い
ち
ば
ん
古
い
お
金
」
が
あ
り

ま
す
。

考
え
方

1　
そ
れ
ぞ
れ
の
文
の
組
み
立
て
を
た
し
か
め
ま
し
ょ
う
。

⑴　
朝
か
ら 

は
げ
し
い 

雨
が 

ふ
る 

。

⑵　
わ
た
し
の 

姉
は 

有
名
な 

歌
手
だ 

。

⑶　
兄
に 

も
ら
っ
た 

本
は 

と
て
も 

お
も
し
ろ
い 

。

⑷　
ひ
ま
わ
り
は 

夏
を 

代
表
す
る 

美
し
い 

花
だ 

。

⑸　
山
の 

上
か
ら 

な
が
め
る 

景け
し
き色

は 

す
ば
ら
し
い 

。

考
え
方

（
い
つ
か
ら
）

（
ど
ん
な
）

（
何
が
）（
ど
う
す
る
）

（
だ
れ
の
）

（
何
は
）
（
ど
ん
な
）

（
何
だ
）

（
ど
ん
な
）

（
何
は
）（
ど
の
く
ら
い
）

（
ど
ん
な
だ
）

（
何
は
）

（
ど
ん
な
）

（
ど
ん
な
）
（
何
だ
）

（
ど
ん
な
）

（
何
は
）

（
ど
ん
な
だ
）

1　
a　
ト
レ
ー
ド
マ
ー
ク　
b　
は
で

2　
ウ

3　
a
（
例れ

い
）
む
れ
で
動
い
て
い
る

　
　
b
（
例
）
し
ま
も
よ
う
が
重
な
り
合
う

1　
エ

2　
持
ち
運
び
に
便べ

ん
利り

で
長
持
ち
す
る

3　
a　
六
八
三

　
　
b　
日
本
で
い
ち
ば
ん
古
い
お
金

1　
⑴
主
語
＝
ウ　
述
語
＝
エ

　
　
⑵
主
語
＝
イ　
述
語
＝
エ

　
　
⑶
主
語
＝
ウ　
述
語
＝
オ

　
　
⑷
主
語
＝
ア　
述
語
＝
オ

　
　
⑸
主
語
＝
エ　
述
語
＝
オ

2　
⑴
図
書
館
で　
⑵
急
に　
⑶
に
ぎ
や
か
な

3　
⑴
ウ
・
エ
・
オ　
⑵
ウ
・
エ　
⑶
エ
・
オ

説せ
つ

明め
い

文
の
読
み
取
り
①

11

53
ペ
ー
ジ

説せ
つ

明め
い

文
の
読
み
取
り
②

12

52
ペ
ー
ジ

主
語
・
述じ

ゅ
つ

語ご

・
修し

ゅ
う

飾し
ょ
く

語ご

13

51
ペ
ー
ジ
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答
え

答
え

答
え

1　
⑴
は「
秋
」の
読
み
が
わ
か
っ
て
い
る
の
で
、「
音お

ん

訓く
ん
さ
く
い
ん
」、⑵
は
総そ

う
画か

く
数す

う
を
数
え
て
い
る
の
で

「
総
画
さ
く
い
ん
」、⑶
は
部
首
が「
禾
」と
わ
か
っ

て
い
る
の
で
、「
部
首
さ
く
い
ん
」
で
調
べ
ま
す
。

2　
同
じ
部
首
の
漢
字
は
、
漢
字
辞
典
で
は
、
部
首

を
の
ぞ
い
た
部
分
の
画
数
が
少
な
い
順じ
ゅ
ん

に
な
ら

ん
で
い
ま
す
。
⑴
「
广
」
を
の
ぞ
い
た
部
分
の
画

数
を
数
え
る
と
、「
店
」（
五
画
）
→
「
度
」（
六
画
）

→
「
庫
」（
七
画
）
の
順
に
出
て
き
ま
す
。

　
　
⑵
は
「
訁
」
を
の
ぞ
い
た
部
分
の
画
数
を
数
え

ま
し
ょ
う
。

3　
「
頁
」
は
、
頭
や
顔
に
関か

ん

係け
い

す
る
漢
字
に
つ
き

ま
す
。「
頁
」
の
つ
く
漢
字
に
は
、
ほ
か
に
「
顔
」

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

考
え
方

1　
⑵
木
登
り
が
と
く
意
な
さ
る
で
も
、
と
き
に
は

落
ち
る
こ
と
が
あ
る
こ
と
か
ら
で
き
た
こ
と
わ
ざ

で
す
。
に
た
意
味
の
こ
と
わ
ざ
に
、「
弘こ
う

法ぼ
う

も
筆

の
あ
や
ま
り
」
が
あ
り
ま
す
。「
弘
法
」
は
書
道

の
達た
つ

人じ
ん

だ
っ
た
お
ぼ
う
さ
ん
の
名
前
で
す
。
⑶
馬

に
あ
り
が
た
い
念ね
ん
仏ぶ

つ
を
聞
か
せ
て
も
意
味
が
わ
か

ら
な
い
こ
と
か
ら
で
き
た
こ
と
わ
ざ
で
す
。
に
た

意
味
の
こ
と
わ
ざ
に
「
ぶ
た
に
真し
ん

珠じ
ゅ

」「
ね
こ
に

小こ

判ば
ん

」
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
⑸
泣な

い
て
い
る
顔
を

さ
ら
に
は
ち

4

4

に
さ
さ
れ
る
よ
う
に
、
不ふ

幸こ
う
が
重
な

る
こ
と
を
表
す
こ
と
わ
ざ
で
す
。
に
た
意
味
の
こ

と
わ
ざ
に
、「
弱
り
目
に
た
た
り
目
」
な
ど
が
あ

り
ま
す
。

3　
ア
は
ざ
っ
と
読
む
、
イ
は
今
ま
で
の
こ
と
を
な

か
っ
た
こ
と
に
す
る
、
ウ
は
世
話
が
焼や

け
る
と
い

う
意
味
で
す
。

考
え
方

1　

イ
ラ
ス
ト
を
ヒ
ン
ト
に
入
る
漢
字
を
考
え
ま

し
ょ
う
。

　
　
⑴
「
物
」
を
入
れ
る
と
「
荷
物
」「
人
物
」「
物

語
」「
物
音
」と
い
う
四
つ
の
熟じ
ゅ
く

語ご

が
で
き
ま
す
。

　
　
⑵
「
屋
」
を
入
れ
る
と
「
本
屋
」「
家か

屋お
く
」「
屋

根
」「
屋
上
」
が
で
き
ま
す
。

　
　
⑶
「
前
」
を
入
れ
る
と
「
出
前
」「
午
前
」「
前

進
」「
前
足
」
に
な
り
ま
す
。

　
　
⑷
「
身
」
を
入
れ
る
と
「
黄
身
」「
自
身
」「
身

長
」「
身
近
」
と
い
う
熟
語
が
で
き
ま
す
。

2　
二
つ
の
□
に
は
同
じ
漢
字
が
入
り
ま
す
。
ど
ち

ら
か
に
入
る
漢
字
を
思
い
つ
い
た
ら
、
も
う
一
方

に
も
入
る
か
た
し
か
め
ま
し
ょ
う
。

　
　
そ
れ
ぞ
れ
、⑴「
紙
」
を
入
れ
る
と「
手
紙
」→�

「
紙
風
船
」
⑵
「
動
」
を
入
れ
る
と
「
運
動
」
→

「
動
物
園
」、
⑶
「
炭
」
を
入
れ
る
と
「
石
炭
」
→

「
炭
水
化
物
」、⑷
「
路
」
を
入
れ
る
と
「
通
学
路
」

→「
路
面
電
車
」と
い
う
し
り
と
り
が
で
き
ま
す
。

考
え
方

1　
⑴
イ　
⑵
ウ　
⑶
ア

2　
⑴
庫
３　
度
２　
店
１

　
　
⑵
詩
２　
記
１　
読
３

3　
九　
九　
七

4　
⑴
ト
ウ　
し
ま　
⑵
⺮　
⑶
八

1　
⑴
犬　
⑵
さ
る　
⑶
馬　
⑷
ね
こ

　
　
⑸
は
ち

2　
⑴
む
ね　
⑵
こ
し　
⑶
せ
・
は
ら

3　
⑴
イ　
⑵
ア　
⑶
ウ

1　
⑴
物　
⑵
屋　
⑶
前　
⑷
身

2　
⑴
紙　
⑵
動　
⑶
炭　
⑷
路

漢
字
辞じ

典て
ん

の
使
い
方
②

8 

56
ペ
ー
ジ

こ
と
わ
ざ
・
慣か

ん
用よ

う
句く

9

55
ペ
ー
ジ

漢
字
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
・

し
り
と
り

10

54
ペ
ー
ジ
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答
え

答
え

答
え

1　
母
ガ
メ
が
な
ぜ
―
―
①
と
思
っ
て
い
た
の
か
を

お
さ
え
ま
し
ょ
う
。直
前
に
、イ
シ
ダ
イ
の
ア
ニ
ー

タ
に
つ
い
て
「
争あ
ら
そ

い
に
ま
け
る
よ
り
、
死
を
え

ら
ぶ
、
む
て
っ
ぽ
う
な
気き

性し
ょ
う

」、
後
に
、「
く
ぼ

み
の
中
に
は
子
ガ
メ
た
ち
が
い
る
の
で
、
自
分
だ

け
立
ち
去
る
わ
け
に
は
い
か
な
か
っ
た
」
と
あ
り

ま
す
。
ア
ニ
ー
タ
と
争
わ
ず
に
す
む
よ
う
に
母
ガ

メ
の
考
え
て
い
た
こ
と
は
、
―
―
①
の
後
の
「
～

つ
も
り
だ
っ
た
」と
い
う
文
に
し
め
さ
れ
て
い
ま
す
。

2　
―
―
②
の
直
前
に
注
目
し
ま
し
ょ
う
。
子
ガ
メ

の
ゴ
ン
ク
を
み
て「
あ
な
ど
ら
れ
て
た
ま
る
も
の
か
」

と
ア
ニ
ー
タ
の
思
っ
た
こ
と
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。

3　
母
ガ
メ
の
せ
い
か
く
を
行
動
や
考
え
か
ら
読
み

取
り
ま
し
ょ
う
。「
自
分
だ
け
立
ち
去
る
わ
け
に

は
い
か
」
な
い
「
か
く
ご
を
き
め
」
て
、「
争
う
以い

上じ
ょ
う

、
か
た
ね
ば
な
ら
な
」
い
と
思
っ
て
い
る
母
ガ

メ
か
ら
子
ど
も
思
い
の
せ
い
か
く
が
わ
か
り
ま
す
。

考
え
方

1　

―
―
①
の
後
に
注
目
し
て
、「
わ
た
し
」
が
答

え
な
い
理
由
を
考
え
ま
し
ょ
う
。「
わ
た
し
」
は
、

「
こ
た
え
を
知
っ
て
い
る
」
の
に
、「
手
を
あ
げ
る

勇
気
が
な
い
」「
注
目
さ
れ
る
の
は
い
や
だ
」
と

感
じ
て
い
ま
す
。

2　
―
―
②
の
直
後
に
あ
る
「
そ
の
ど
う
ど
う
と
し

た
態
度
」
と
は
、
自
分
の
悪
口
に
対
し
、
ど
う
ど

う
と
―
―
②
の
よ
う
に
言
っ
た
京き
ょ
う

ち
ゃ
ん
の
態

度
を
指
し
て
い
ま
す
。

3　
登
場
人
物
の
行
動
や
言
葉
、
考
え
か
ら
ど
ん
な

人
物
か
を
と
ら
え
ま
し
ょ
う
。「
わ
た
し
」
は
、

問
題
の
答
え
が
わ
か
っ
て
い
て
も
、
人
に
注
目
さ

れ
る
の
が
い
や
で
発
言
が
で
き
な
い
、
気
の
小
さ

い
人
物
と
わ
か
り
ま
す
。
一
方
、
京
ち
ゃ
ん
は
、

い
つ
も
ど
う
ど
う
と
し
て
い
る
、
心
の
強
い
人
物

だ
と
わ
か
り
ま
す
。

考
え
方

5　
⑴
「
植
」
は
木
に
関か

ん
係け

い
す
る
の
で
「
木
（
き
へ

ん
）」、「
相
」
は
「
見
る
」
と
い
う
意
味
が
あ
る

の
で
「
目
（
め
）」、「
想
」
は
「
お
も
う
」
と
い

う
意
味
な
の
で
「
心
（
こ
こ
ろ
）」
が
部
首
で
す
。

⑵「
問
」は
口
で
問
う
の
で「
口（
く
ち
）」、「
間
」は
、

門
の
と
び
ら
の
す
き
ま
と
い
う
こ
と
か
ら
「
あ
い

だ
」
と
い
う
意
味
を
持
つ
の
で
「
門
（
も
ん
が
ま

え
）」、「
聞
」
は
耳
で
聞
く
と
い
う
意
味
な
の
で
、

「
耳
（
み
み
）」
が
部
首
で
す
。

考
え
方

1�　

ア
ニ
ー
タ
を
て
き
と
う
に
あ
し
ら
い
、

じ
ゃ
あ
ね
と
、
わ
か
れ
る

2　
子
ガ
メ
に
あ
な
ど
ら
れ
て
た
ま
る
も
の
か

3　
イ

1　
a　
注
目　
b　
勇ゆ

う
気き

2　
（
例れ

い
）�

京き
ょ
う

ち
ゃ
ん
の
ど
う
ど
う
と
し
た
態た

い

度ど

に
お
ど
ろ
く

3　
「
わ
た
し
」　
エ　
　
京
ち
ゃ
ん　
イ

1　
⑴
ウ　
⑵
イ　
⑶
ア

2　
⑴
カ
ン　
や
か
た　
⑵
ヒ
ン　
し
な

　
　
⑶
ヨ
ウ　
ひ
つ
じ　
⑷
キ
ュ
ウ　
た
ま

3　
⑴
部
首　
刂　
画
数　
二

　
　
⑵
部
首　

　
画
数　
三

　
　
⑶
部
首　
糸　
画
数　
六

　
　
⑷
部
首　
灬　
画
数　
四

4　
⑴
七　
⑵
五　
⑶
十　
⑷
十
六

5　
⑴
植　
木　
　
相　
目　
　
想　
心

　
　
⑵
問　
口　
　
間　
門　
　
聞　
耳

物
語
の
読
み
取
り
①

5

59
ペ
ー
ジ

物
語
の
読
み
取
り
②

6

58
ペ
ー
ジ

漢
字
辞じ

典て
ん

の
使
い
方
①

7

57
ペ
ー
ジ
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答
え

答
え

答
え

　
　
漢
字
は
、
意
味
や
使
い
方
も
い
っ
し
ょ
に
覚
え

る
と
、
に
て
い
る
漢
字
を
区く

別べ
つ

で
き
ま
す
。

1　
⑴
「
陽
」
は
ほ
か
に
「
陽
気
」「
陽
光
」、「
湯
」

は
ほ
か
に「
湯ゆ

気げ

」「
湯
船
」な
ど
、⑵「
章
」は「
楽

章
」「
校
章
」、「
意
」
は
「
意
見
」「
意
外
」、「
童
」

は
「
学
童
」「
児じ

童ど
う

」
な
ど
と
使
い
ま
す
。

　
　
⑶
「
注
」
は
ほ
か
に
「
注
意
」「
注
文
」、「
柱
」

は
ほ
か
に「
電
柱
」「
門
柱
」、「
住
」は
ほ
か
に「
住

人
」「
定
住
」
な
ど
と
使
い
ま
す
。

2　
⑴
つ
く
り
が
「
寺
」
の
漢
字
に
は
、「
時
」「
詩
」

な
ど
も
あ
り
ま
す
。
⑵
「
投
げ
る
」
は
手
の
動
作

な
の
で
、「
扌
」
が
つ
き
ま
す
。
⑶
「
酒
」「
配
」

の
部
首
は
ど
ち
ら
も
「
酉
（
ひ
よ
み
の
と
り
）」

で
す
。「
酒
」
は
ほ
か
に
「
酒
屋
」「
飲
酒
」、「
配
」

は
ほ
か
に
「
心
配
」「
気
配
」
な
ど
と
使
い
ま
す
。

⑷
「
皿
」
は
ほ
か
に
「
絵
皿
」「
小
皿
」、「
血
」

は
ほ
か
に
「
鼻
血
」「
出
血
」
な
ど
と
使
い
ま
す
。

考
え
方

　
　
言
葉
の
意
味
を
考
え
て
、
文
に
合
う
正
し
い
漢

字
を
書
き
ま
し
ょ
う
。
熟じ

ゅ
く

語ご

を
考
え
る
と
わ
か

り
や
す
く
な
り
ま
す
。

1　
⑴
「
か
み
の
毛
を
き
る
」
は
「
切
だ
ん
」、「
洋

服
を
き
が
え
る
」
は
「
着
用
」
と
考
え
ま
し
ょ
う
。

　
　
⑵「
今
日
あ
っ
た
こ
と
を
は
な
す
」は「
会
話
」、

「
魚
を
川
に
は
な
す
」は「
放
流
」
と
考
え
ま
す
。

　
　
⑶
主
に
人
が
自
分
の
家
や
も
と
い
た
場
所
に
も

ど
る
と
き
は
「
帰
る
」、
物
が
も
と
あ
っ
た
と
こ

ろ
に
も
ど
る
と
き
は
「
返
る
」
を
使
い
ま
す
。

　
　
⑸「
人
」の
意
味
の
場
合
は「
者
」を
使
い
ま
す
。

2　
⑴「
医
」は「
病
気
を
治な

お
す
こ
と
」、「
委
」は「
ま

か
せ
る
。
ゆ
だ
ね
る
」、「
意
」
は
「
考
え
。
気
持

ち
」
な
ど
の
意
味
が
あ
り
ま
す
。

　
　
⑵
「
第
」
は
、「
順じ

ゅ
ん
序じ

ょ
を
表
す
と
き
に
数
字
の

前
に
つ
け
る
言
葉
」
と
い
う
意
味
が
あ
り
ま
す
。

「
代
」
は
、「
か
わ
る
」、「
題
」
は
「
見
出
し
」
な

ど
の
意
味
が
あ
り
ま
す
。

考
え
方

1　

漢
字
を
覚お

ぼ

え
る
と
き
は
、
送
り
が
な
も
い
っ

し
ょ
に
覚
え
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
⑶
「
美
し
い
」
の
よ
う
に
「
し
い
」
で
終
わ
る

様
子
を
表
す
言
葉
の
場
合
、
送
り
が
な
は
「
し
」

か
ら
始
め
る
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
す
。

3　
送
り
が
な
に
よ
っ
て
、
読
み
方
が
変か

わ
る
漢
字

が
あ
り
ま
す
。
正
し
く
覚
え
ま
し
ょ
う
。

4　

⑴
「
宮
」
は
ほ
か
に
、「
宮き

ゅ
う

中ち
ゅ
う

」
な
ど
の
言

葉
が
あ
り
ま
す
。

6　
⑴
「
屋
」
は
ほ
か
に
、「
小
屋
」「
屋
外
」
な
ど

の
熟じ
ゅ
く
語ご

が
あ
り
ま
す
。

考
え
方

1　
⑴
陽
・
湯　
　
⑵
章
・
意
・
童

　
　
⑶
注
・
柱
・
住

2　
⑴
持
・
待　
　
⑵
投
・
役

　
　
⑶
酒
・
配　
　
⑷
皿
・
血

1　
⑴
切
・
着　
⑵
話
・
放　
⑶
帰
・
返

　
　
⑷
実
・
身　
⑸
物
・
者

2　
⑴
医
・
委
・
意　
⑵
第
・
代
・
題

　
　
⑶
商
・
勝
・
消

1　
⑴
ア　
⑵
イ　
⑶
イ

2　
⑴
温
か
い　
⑵
表
す　
⑶
整
え
る

3　
⑴
苦
し
い
・
苦
い　
⑵
育
て
る
・
育
む

4　
⑴
お
う
き
ゅ
う
・
み
や

　
　
⑵
し
か
・
は
ぐ
る
ま

　
　
⑶
く
う
こ
う
・
み
な
と

　
　
⑷
し
ん
じ
つ
・
ま
な
つ

5　
⑴
音　
と
う　
訓　
ひ
と
（
し
い
）

　
　
⑵
音　
れ
ん　
訓　
ね
（
る
）

6　
⑴
屋　
⑵
横

３
年
生
の
漢
字

形
が
に
て
い
る
漢
字
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３
年
生
の
漢
字

同
じ
読
み
の
漢
字

3
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３
年
生
の
漢
字

送
り
が
な
・
音
と
訓く
ん

4
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国
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4年生

問題をとき終わったら、 すぐに〇つけをしましょう。
間ちがえた問題は、 ふく習しましょう。

答えと
考え方

算数・理科・社会・英語の答えは反
はん

対
たい

側
がわ

から始まります。

国 語 ……… 32

Ｚ 会 の 夏 休 み ド リ ル

答
え

1　
⑴「
亻
」の
つ
く
漢
字
に
は
、「
住
」「
使
」な
ど
、

⑵
「
艹
」
の
つ
く
漢
字
に
は
、「
葉
」「
薬
」
な
ど
、

⑶
「
广
」
の
つ
く
漢
字
に
は
、「
庫
」「
店
」
な
ど
、

⑷
「
頁
」
の
つ
く
漢
字
に
は
、「
顔
」「
頭
」
な
ど

が
あ
り
ま
す
。

2　
⑴「
疒
」は
、病
気
に
関か

ん
す
る
漢
字
に
つ
き
ま
す
。

⑵
「
阝
」
は
、「
む
ら
」
を
表
す
部
首
で
、
人
の

い
る
場
所
に
関か
か
わ
る
漢
字
に
つ
き
ま
す
。

3　
⑴
イ「
氵
」を
あ
て
は
め
る
と「
泳
」「
洋
」「
波
」、

⑵
ウ「

」を
あ
て
は
め
る
と
、「
運
」「
送
」「
追
」、

⑶
ア「
宀
」を
あ
て
は
め
る
と
、「
客
」「
実
」「
守
」、

⑷
イ
「
广
」
を
あ
て
は
め
る
と
、「
庭
」「
庫
」「
度
」

が
で
き
ま
す
。

考
え
方

1　
⑴
に
ん
べ
ん
・
ウ

　
　
⑵
く
さ
か
ん
む
り
・
ア

　
　
⑶
ま
だ
れ
・
イ

　
　
⑷
お
お
が
い
・
エ

2　
⑴
疒
・
や
ま
い
だ
れ

　
　
⑵
阝
・
お
お
ざ
と

3　
⑴
イ　
⑵
ウ　
⑶
ア　
⑷
イ

4　
⑴
持　
⑵
詩

３
年
生
の
漢
字

漢
字
の
組
み
立
て

1
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